
件 件 件 件 件 棟 世帯 人 人 千円 ㎡ ａ 台

年 月 総 数
(認知件数) 検 挙 件 数

凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 知 能 犯 風 俗 犯 そ の 他
平 成 ９ 年 8,763 62 208 7,906 340 73 174 5,474

10 10,304 43 178 9,445 330 91 217 5,650
11 11,376 91 218 10,426 279 91 271 5,373
12 12,804 60 253 11,512 215 115 649 3,647
13 16,805 60 351 14,276 625 131 1,362 3,939

平成13年４月 1,245 5 30 1,055 36 6 113 291
５ 1,756 7 22 1,509 47 13 158 248
６ 1,574 6 35 1,330 33 12 158 288
７ 1,631 3 25 1,458 36 17 92 254
８ 1,726 2 36 1,505 52 7 124 295
９ 1,599 4 33 1,235 208 6 113 473
10 1,685 5 34 1,422 62 15 147 620
11 1,467 4 49 1,208 38 20 148 478
12 1,394 10 26 1,186 56 10 106 298

平成14年１月 1,254 4 20 1,057 31 2 140 359
２ 1,119 4 15 979 21 11 89 456
３ 1,253 4 25 1,093 28 6 97 625
４ 1,239 5 21 1,034 17 11 151 2,027

資 料 出 所 石川県警察本部

年 月
出 火 件 数

焼損棟数 り災世帯 死 者 負傷者 損 害 額
焼 損 面 積 焼損車両

台 数総 数 建 物 林 野 車 両 その他 建 物 林 野

平 成 ９ 年 365 228 34 43 60 328 250 7 53 1,014,315 15,268 592 48
10 327 205 21 51 50 289 192 28 52 849,803 11,927 386 51
11 379 226 24 69 60 296 207 17 52 871,237 15,642 470 73
12 424 217 33 68 106 282 165 18 51 898,751 11,791 643 71
13 414 228 57 48 81 301 184 20 45 1,669,307 20,177 8,420 65

平成13年４月 85 21 34 6 24 32 33 2 5 122,204 1,545 1,408 11
５ 48 22 10 4 12 30 19 3 4 206,774 1,918 6,838 5
６ 27 22 2 1 2 25 17 － 6 50,153 744 5 1
７ 42 17 5 7 13 21 10 2 3 19,624 454 93 8
８ 27 11 3 4 9 20 10 1 1 43,033 732 59 6
９ 19 11 － 6 2 11 2 － 1 13,466 78 － 5
10 31 23 － 3 5 28 14 3 8 85,218 1,011 － 8
11 30 20 1 8 1 26 17 3 － 47,967 512 1 8
12 21 16 － 3 2 19 14 2 2 80,185 1,167 － 3

平成14年１月 r 24 r 18 － 3 3 21 22 2 r 5 r 89,940 1,530 － 3
２ 34 20 1 6 7 25 22 1 8 103,908 503 9 6
３ 50 29 7 6 8 41 35 2 6 70,976 1,662 156 6
４ 42 21 6 4 11 28 15 － 7 98,104 1,432 53 4

資 料 出 所 消防防災課
(注) ｢焼損棟数｣―全焼・半焼・部分焼含む｡ ｢り災世帯｣―全損・半損・小損含む｡ ｢損害額｣―建物・林野・車両・その他含む｡

24 社会

29 刑法犯認知・検挙件数
単位：件

30 火 災 発 生 状 況

Ⅴ 統 計 豆 辞 典
年間成長量

年間成長量とは､ 一年間にどれだけ成長したかを示すものです｡ 例えば､ 調査時の2001年の17歳 (昭和58年

度生まれ) の身長から､ 一年前の16歳時の身長を引いたものを､ 昭和58年度生まれの16歳時の身長の年間成長

量といいます｡

特集の図１，図２ (P.２) では､ 昭和58年度生まれ (2001年時17歳) の各年齢の年間成長量と25年前の昭和

33年度生まれ (1976年時17歳) の各年齢の年間成長量とを比較し､ 差し引いたものをグラフにしています｡ つ

まり､ 男子16歳時の身長の年間成長量を例にとると､ 昭和58年度生まれが0.5㎝成長したのに対し､ 昭和33年

度生まれは0.9㎝成長しているため､ グラフ上では－0.4㎝となっています｡ したがって､ いくら年間成長量が

多くても､ 比べる対象も同様に多ければグラフ上の数値は０に近づくことになります｡
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